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２２２２　行政サービスの向上　行政サービスの向上　行政サービスの向上　行政サービスの向上

近年、行政を取り巻く環境や住民意識の変化により、行政の果たすべき役割や行
政へのニーズは複雑多様化してきています。その一方で、本県における財政状況は
厳しい状態にあり、“量”による行政サービスの充実は限界にきています。
そこで、今後より一層厳しくなる財政運営の中で、ますます多様化・高度化する

であろう住民ニーズに対応していくためには、行政サービスの提供の視点を量から行政サービスの提供の視点を量から行政サービスの提供の視点を量から行政サービスの提供の視点を量から
“質”へシフトさせる“質”へシフトさせる“質”へシフトさせる“質”へシフトさせることが必要であります。さらに、このような限られた財源の
中で最大のサービスを提供するためには、住民ニーズを的確に把握住民ニーズを的確に把握住民ニーズを的確に把握住民ニーズを的確に把握することも求め
られます。
また、ＩＴのめざましい進歩により社会全体が急激なスピードで変革を遂げてお

り、住民の生活様式に大きな変化が訪れています。その一因として、企業及び一般
家庭へのパソコンやインターネットの普及が挙げられます。効率的で迅速な行政に
よる質の高いサービスの提供を実現するためには、行政においても、これらインタインタインタインタ
ーネット等ＩＴを活用した新しい行政システムを構築ーネット等ＩＴを活用した新しい行政システムを構築ーネット等ＩＴを活用した新しい行政システムを構築ーネット等ＩＴを活用した新しい行政システムを構築していく必要があります。
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　　　　((((1) 1) 1) 1) 質的充実による行政サービスの向上質的充実による行政サービスの向上質的充実による行政サービスの向上質的充実による行政サービスの向上

　【見直しの視点】
　○県民を顧客と考え、積極的な行政サービスの展開を図ります。県民を顧客と考え、積極的な行政サービスの展開を図ります。県民を顧客と考え、積極的な行政サービスの展開を図ります。県民を顧客と考え、積極的な行政サービスの展開を図ります。

平成１３年版　情報通信白書より

図１　我が国におけるインターネットの普及状況
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　○業務プロセスの見直し業務プロセスの見直し業務プロセスの見直し業務プロセスの見直し（ＢＰＲ（ＢＰＲ（ＢＰＲ（ＢＰＲ（ﾋﾞｼﾞﾈｽ･ﾌﾟﾛｾｽ･ﾘｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ））を図ります。（ﾋﾞｼﾞﾈｽ･ﾌﾟﾛｾｽ･ﾘｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ））を図ります。（ﾋﾞｼﾞﾈｽ･ﾌﾟﾛｾｽ･ﾘｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ））を図ります。（ﾋﾞｼﾞﾈｽ･ﾌﾟﾛｾｽ･ﾘｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ））を図ります。
　　　　※ＢＰＲ（ﾋﾞｼﾞﾈｽ･ﾌﾟﾛｾｽ･ﾘｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ）…処理方法だけをパソコンに置き換えるとい

った単なる事務改善ではなく、これまでの業務のルールを見直して、行政コ
ストの低下、業務の効率化、サービス内容の向上などの改善を、ＩＴ化と合
わせて業務プロセスを抜本的に再構築することで実現することを言います。

　【平成 16 年度までに実施・着手する事項】
　○「サービス基準設定運動」により県機関等におけるサービス基準の設定を順次

図るとともに、「顧客満足度向上運動」を実施する。（毎年度）
　○県民情報システムの充実を図る。（毎年度）
　○電子地方政府関連システム等ＩＴの導入にあたっては、その導入効果を最大限

に発揮できるよう業務プロセスの見直しを行い、事務の簡素化・効率化・迅速
化を図るとともに、県民サービスの向上を実現する。（毎年度）

　○県民相談・県政情報提供、消費生活相談、旅券発給の３部門を統合した組織を
設置し、ワンストップサービスを図る。（平成 14 年度）

　○物件の製造の請負、物件の買入れその他の契約に係る競争入札参加資格の有効
期間を２年間から３年間へ延長し、参加業者の負担軽減を図る。（平成 14 年度）

　○県民からの苦情を顧客である県民からの意見ととらえ、これを全庁的に共有で
きるシステムを構築し、行政サービスの向上に向けた業務改善等のヒントとし
て積極的に活用する。（平成 16 年度）

　○芸術文化センター栄施設の利用受付窓口の一元化を図る。（平成 16 年度）
　　
　　　　((((2) 2) 2) 2) ＩＴを活用した新たな行政サービスの展開ＩＴを活用した新たな行政サービスの展開ＩＴを活用した新たな行政サービスの展開ＩＴを活用した新たな行政サービスの展開

　【見直しの視点】
　○電子地方政府の構築に向け、短期集中的に取組を進めます。電子地方政府の構築に向け、短期集中的に取組を進めます。電子地方政府の構築に向け、短期集中的に取組を進めます。電子地方政府の構築に向け、短期集中的に取組を進めます。
　○ＩＴを活用するための基盤整備を進めます。ＩＴを活用するための基盤整備を進めます。ＩＴを活用するための基盤整備を進めます。ＩＴを活用するための基盤整備を進めます。
　○インターネット等ＩＴを活用した新たな行政サービスの展開を積極的に進めインターネット等ＩＴを活用した新たな行政サービスの展開を積極的に進めインターネット等ＩＴを活用した新たな行政サービスの展開を積極的に進めインターネット等ＩＴを活用した新たな行政サービスの展開を積極的に進め

ます。ます。ます。ます。

　【平成 16 年度までに実施・着手する事項】
　○環境に関するオンライン講座や環境学習情報等をインターネットで提供する

「あいちエコカレッジネット」を開設する。（平成 14 年度）
　○生涯学習情報をインターネットで提供する「生涯学習情報システム」を導入す
る。（平成 14 年度）

　○行政情報通信ネットワークについて、１人１台パソコンの配備を含め、整備拡
充を進める。（平成 15 年度）

○申請・届出等の行政手続をインターネットで行う「電子申請・届出システム」
を導入する。（平成 16 年度）

　○公共事業及び物品等の調達に係る入札手続をインターネットを通じて行う「電
子調達システム」の導入を進める。（平成 16 年度）
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 【平成 20 年度までに検討・実施する事項】
　○県民が銀行のオンラインサービスを通じて、自宅のパソコンや携帯電話などか

ら施設使用料や税などの払込ができるマルチペイメントネットワークの導入を
進める。（平成 17 年度）

　《参考》あいちＩＴ活用総合計画（仮称）の枠組（案）
　
    ○ 計画策定の目的
　　   ＩＴ革命と呼ばれる社会変革を踏まえ、ＩＴが県行政の諸問題を解決するための、

また、ゆとりと豊かさを実感できる県民生活を実現するための強力なツールであると
の認識の下に、具体的な行動目標として平成１７年度を目標年次とする本計画を策定
する。　

　　○計画の目標及びその施策
目　　　標 目　標　に　対　す　る　施　策

① ITを活用した豊か
な社会づくり

県民生活分野における IT 活用
・ 福祉・医療分野の IT 活用
・ 学術・文化分野の IT 活用
・ 環境分野の IT 活用  
・ 防災・安全分野の IT 活用
・ 観光分野の IT 活用   

② ITを活用した新し
い行政システムの構
築

電子地方政府の構築
・ 県民サービスの向上（電子申請・届出、電子調達等）
・ 情報発信と県民参画
・ 行政運営の簡素・効率化と業務改革（BPR）
・ 基盤整備（総合行政ネットワーク等）

③ 産業の IT 化と情
報通信産業の振興

産業育成
・ 情報通信産業の振興・新産業の育成
・ 既存産業の IT 化

④ 情報リテラシーの
向上、情報バリアフ
リー

情報リテラシーの向上、情報バリアフリー
・ 学校教育における情報化教育の推進
・ 社会人を対象とした情報化教育の推進
・ 情報バリアフリーの推進

⑤ IT革命に対応した
新しい社会基盤の整
備

IT 革命に対応した新しい社会基盤の整備
・ 地域の情報通信インフラの整備
・ ITS の推進
・ 人材の育成・確保


